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（趣旨）

第１条 この要領は、建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和45年法律第

20号。以下「法」という。）および建築物における衛生的環境の確保に関する法律施

行令（昭和45年政令第304号。以下「施行令」という。）ならびに建築物における衛

生的環境の確保に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第２号。以下「規則」とい

う。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（特定建築物についての届出）

第２条 法第５条第１項に基づく特定建築物の使用の届出および同条第２項の規定に基

づく特定建築物に該当する旨の届出は「特定建築物届出書」（様式第１号）に規則第

１条第３項に規定するもののほか、次の書類を添付し保健所長に提出させるものとす

る。

(1) 建築物の配置図、平面図および断面図

(2) 建築物の空気調和設備系統図

(3) 建築物の機械換気設備系統図

(4) 建築物の給排水設備系統図

(5) 建築物環境衛生管理技術者（以下「管理技術者」という。）の資格を証する書類

の写しおよび履歴書

(6) (5)が既に他の特定建築物の管理技術者である場合は、「確認書」（様式第１号の

１）の写し

（特定建築物届出事項の変更届出）

第３条 法第５条第３項の規定に基づく変更の届出は、「特定建築物届出事項変更届出

書」（様式第２号）に変更後に係る前条に掲げる書類および図面を添えて保健所長に

提出させるものとする。

（特定建築物の非該当届出）

第４条 法第５条第３項の規定に基づく非該当の届出は、「特定建築物非該当届出書」

（様式第３号）を保健所長に提出させるものとする。

（帳簿類の備付けおよび保存）

第５条 法第10条および規則第20条に基づき特定建築物所有者等が備えるべき帳簿書

類等は、表１のとおりとする。

（建築物環境衛生管理基準の遵守および報告）

第６条 法第11条第１項および法第13条第２項に基づき特定建築物の維持管理が業務計

画に基づき適切に実施されているかどうかを把握するため、特定建築物所有者等から

「特定建築物管理報告書」（様式第４号）を２か月ごとに保健所長に提出させるもの



とする。

（立入検査）

第７条 法第11条規定に基づく立入検査は、次により行うもとする。

(1) 検査の種別

ア 一般立入検査

施行令第２条に規定する建築物環境衛生管理基準について、空気環境の調整、

給水および排水の管理、清掃およびねずみ、こん虫等（以下「ねずみ等」とい

う。）の防除の実施状況又は維持管理状況の検査を主とし、併せて簡易測定を

必要に応じて行い、概ね即日で検査を終了するもの。

イ 精密立入検査

一般立入検査の結果、詳細に検査する必要があると考えられる施設、建築年

次の古い施設その他必要と認めた場合に行うものとする。

ウ その他の立入検査

アおよびイの他、特に必要があると認める場合に行うものとする。

(2) 検査の種目等

ア 帳簿、書類、図面等の検査

帳簿、書類等が備え付けてあり、かつ、その内容が適確に記入および保存さ

れているか否かを検査。

イ 空気環境等の検査

適当な検査場所を抽出し、浮遊粉じんの量、一酸化炭素および二酸化炭素の

含有率、温度、相対湿度、気流、ホルムアルデヒドの量を測定し、建築物環境

衛生管理基準および備え付け帳簿類の自主測定記録と照合し、適切な維持管理

がなされているか否かを検査。

ウ 給排水設備の管理点検票

給水設備の点検、残留塩素の測定および浄化槽、排水設備、衛生器具等の点

検。

エ 清掃状況（廃棄物処理も含む。）の確認

維持管理が統一的かつ計画的に行われているか否かを検査。

オ ねずみ等の防除の確認

ねずみ等の発生および侵入防止ならびに駆除が適切かつ計画的に行われてい

るか否かを検査。

カ その他維持管理に関し必要な措置の検査

照明、騒音、排ガス、ばいじん等の測定を必要に応じて行う検査。

キ 検査の主な項目は、表２のとおりとする。

(3) もっぱら事務所の用途に供される特定建築物および国又は地方公共団体の公用又

は公供の用に供する特定建築物については、法の定めるところによる。

(4) 検査の方法

ア 立入検査を行う場合は、原則として「特定建築物立入検査票」（様式第５号お

よび様式第６号）に基づき行うものとする。

イ 立入検査の結果、特定建築物の維持管理について改善を要する事項がある場合



は、「特定建築物立入検査指導票」（様式第７号）に問題点を具体的に記載し、

当該特定建築物所有者等又は特定建築物維持管理権原者に提示するものとする。

ウ イの改善指示事項に対する具体的な事後措置については、当該所有者等から

「報告書」（様式第８号）によって報告させるものとし、この場合、原則として

改善報告に基づく再検査を行うものとする。

附 則

（施行期日）

１ この要領は、平成10年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この要領の施行の際、秋田県「建築物における衛生的環境の確保に関する法律の施

行に関する事務取扱要領」（昭和53年４月15日施行）に基づき、既に届出されている

もの、および平成９年４月１日からこの要領の施行までの間に届出されたものについ

ては、本要領に基づき届出されたものとみなす。

（河辺町および雄和町の編入に伴う経過措置）

３ 河辺町および雄和町の編入の際現に秋田県「建築物における衛生的環境の確保に関

する法律の施行に関する事務取扱要領」（昭和53年４月15日施行）に基づき既に届出

されているものは、本要領に基づき届出されたものとみなす。

附 則

この要領は、平成15年４月１日から施行する。

附 則

この要領は、平成17年１月11日から施行する。

附 則

（施行期日）

１ この要領は、平成17年９月27日から施行する。

（経過措置）

２ この要領の施行の際現にあるこの要領による改正前の様式による用紙については、

当分の間、これを取り繕って使用することができる。

附 則

この要領は、平成18年４月１日から施行する。

附 則

（施行期日）

１ この要領は、平成22年10月１日から施行する。

（経過措置）

２ この要領の施行の際現にあるこの要領による改正前の様式による用紙については、

当分の間、これを取り繕って使用することができる。

３ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平

成22年厚生労働省令第66号）附則第２条の規定による届出は、「特定建築物維持管理

権原者届出書」（様式第２号の３）によるものとする。

附 則



（施行期日）

１ この要領は、平成24年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この要領の施行の際現にあるこの要領による改正前の様式による用紙については、

当分の間、これを取り繕って使用することができる。

附 則

この要領は、令和３年４月１日から施行する。

附 則

この要領は、令和４年４月１日から施行する。



表１（第５条関係）

帳 簿 書 類 内 容 保存期間

図 面 建築物の配置図 敷地内の建築物の位置、方向、公道 永年

の位置

建築物の平面図 各階平面図（基準平面図、特殊平面 永年

図）

建築物の断面図 正面、側面図 永年

空調設備の平面系統図 設備配置を含む空調ダクト系統図 永年

空調設備の断面系統図 設備配置を含む空調ダクト系統図 永年

給排水設備の平面系統図 設備配置を含む給排水系統図 永年

給排水設備の断面系統図 設備配置を含む給排水系統図 永年

一覧表 主要空調機器の一覧表 空気調和器、冷却器等の設置場所、 永年

（別添例示－１） 能力、系統等

主要給水設備の一覧表 貯水槽・高架水槽・ポンプ等の設置 永年

（別添例示－２） 場所、能力等

主要排水設備の一覧表 汚水槽・雑排水槽・ポンプ等の設置 永年

（別添例示－３） 場所、能力等

維持管理 空調設備の整備計画表 年間の点検・整備の計画 ５年間

に関する （別添例示－４）

帳簿類 空調設備の整備記録表 点検･整備の記録 ５年間

（別添例示－５）

空気環境等の測定記録表 環境衛生管理基準による室内空気の ５年間

（別添例示－６） 測定記録

給排水設備の整備計画表 年間の点検・整備の計画 ５年間

（別添例示－７）

給排水設備の整備記録表 点検･整備の記録、水質検査結果の ５年間

（別添例示－８） 記録、残留塩素の測定記録

清掃(廃棄物処理を含む) 日常および定期清掃計画ならびに廃 ５年間

実施計画表(別添例示-９) 棄物処理計画

清掃(廃棄物処理を含む) 上記の実施記録 ５年間

記録表 (別添例示－１０)

ねずみ等の防除計画表 種別による年間防除計画 ５年間

(別添例示－１１)

ねずみ等の防除記録表 上記の実施記録ならびに生息状況点 ５年間

(別添例示－１２) 検記録

その他維持管理に関し必 照明・騒音・排ガス・ばいじんなど ５年間

要な書類 の測定記録（必要に応じて）

技術管理 確認書 技術管理者の業務の遂行に支障がな

者に関す いことの確認結果を記載した書面

る書類



表２（第７条関係）

検 査 種 別

検 査 種 目 主 な 検 査 項 目 一立 精立 そ
の

般入 密入 他

(1) 帳簿、書類、図 1.空気環境の調整・管理（測定・検査結果） ○ ○

面検査（備付け、 2.給水、排水の管理（整備状況） ○ ○

記載状況の確認） 3.清掃、廃棄物処理（点検状況） ○ ○

4.ねずみ等の防除（点検状況） ○ ○

5.その他環境衛生上の必要事項（整備状況） ○ ○

6.図面の確認（平面図、断面図、系統図（空調、給排 ○ ○

水）、配置図）

7.技術管理者の兼務状況の確認（確認書） ○ ○

(2) 空気等の 居 1.浮遊粉じんの量 △ ○

検査（実地 室 2.一酸化炭素の含有率 △ ○

測定） に 3.二酸化炭素の含有率 △ ○

於 4.温度・相対湿度 △ ○

け 5.気流 △ ○

る 6.ホルムアルデヒドの量 △ ○

項

目

外 1.温度・相対湿度 △ ○

気 2.一酸化炭素の含有率 △ ○

の 3.浮遊粉じんの量 △ ○

項

目

そ

の

他

(3) 機械換気設備付 1.換気能力の確認・送風量の計算等 ○

帯設備の管理の点 2.プレフィルター・メインフィルターのチェック等 ○

検 3.冷温水コイル、冷却塔、加湿、減湿装置、温度調整 ○

装置等の掃除・点検

4.冷凍機、ボイラーおよび付帯設備の維持管理状況の ○

チェック等



検 査 種 別

検 査 種 目 主 な 検 査 項 目 一立 精立 そ
の

般入 密入 他

(4) 給水設備 水 1.水道法第４条（水質基準）の要件 △

点検 質 2.遊離残留塩素の測定 ○ ○

試 3.細菌検査等 △

験 4.酸化防腐剤の使用量調査および定量試験 △

給 1.貯水槽（地下・高置）の点検 ○ ○

水 2.給水配管、シャフトの点検 ○

設 3.ポンプの点検 ○

備

(5) 雑用水設備の管 1.水槽（地下・高置）の点検 ○ ○

理点検 2.給水配管、シャフトの点検 ○

3.ポンプの点検 ○

(6) 排水設備の管理 1.清掃作業方法の確認 ○ ○

点検 2.各部分の用途別清掃回数 ○

3.排水ポンプの点検 ○

(7) 清掃状況の確認 1.清掃作業方法の確認 ○ ○

2.各部分の用途別清掃回数 ○

(8) 廃棄物処理状況 1.廃棄物集積場の環境 ○ ○

の確認 2.ごみ運搬用容器、車 ○

3.ごみ焼却所および場所 ○

(9) ねずみ等の防除 1.駆除方法 ○ ○

確認 2.駆除回数 ○

3.生存、生息状況 ○ ○

○：立入検査時、測定・検査を行う場合

△：立入検査時、状況により測定・検査を行う場合



別添例示－１

主 要 空 調 機 器 一 覧 表（空 調 機 器）
建築物の名称：

操 作 方 法 運 転 期 間

番 号 機 器 名 称 仕 様（型式・性能） 系 統 設 置 場 所 運 転 容 量 備 考

遠 隔 手 元 その他 夏 冬 中 間 期



別添例示－２

主 要 給 水 設 備 一 覧 表
建築物の名称：

容 量・能 力 構 造 設 置 場 所 揚 水 ポ ン プ 滅 菌 器 備 考

貯 水 槽

高 架 水 槽

そ の 他

水 源 種 別

別添例示－３

主 要 給 水 設 備 一 覧 表
建築物の名称：

処 理 し 尿

方 式

（方 法） 雑用水

処 理 能 力 計画人口 人 処理汚水量 ／日 管 理 者 名‰

便 器 数 洗 滌 の 方 法

洗 浄 水 の

大 便 器 個

使 用 計 画 小 便 器 個

手 洗 器 個

備 考



別添例示－４

年 月 日作成

空 調 設 備 整 備 計 画 表（ 年度）（例）（検 印 欄）

作 成 者

作 業 内 容 実施回数 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 備考

空調機内外の点検・整備 回／年

エアフィルター洗浄又は交換

進行状況を把握で

冷温水コイル点検･整備 きる方法とする。 ・作業にあたっての特記

留意事項

空 各給排気ファンの点検･整備 ・委託業者名

・担当業者名

自動制御装置の動作点検・整備

調 パッケージの点検・清掃

各階ダクト、Ｆ．Ｄ、Ｖ．Ｄ、点検

設 吹出口の点検･整備・清掃

ダクトの保冷･保温材の剥離･漏気点検

備 年単位作業

単なる例示であり、各ビルに適合 特殊事項 等

した項目や項目の詳細化を行い、 大規模工事

合理的に計画された内容とする。 重要項目

空気環境測定機器校正



別添例示－５

空 調 設 備 の 点 検 整 備 記 録 表 （例）

（検 印 欄）

年 月 日（ ）天候

項 目 空調機内 エアフィ 冷温水コ 給 排 気 自 動 制 冷却塔の点 加湿装置の

時刻 外の点検 ルターの イルの点 パッケージ ダ ク ト 処 置 ・ 備 考

場 所 整 備 洗浄交換 検整備 フ ァ ン 御 装 置 検・清掃 点検・清掃

ビルの実態にあわせ詳細

な点検項目を独自に作成

すること

点検で不良のものは速やかに

点検の範囲、程度、 修理、処理し、その旨を記入

内容等を記入 すること

同様の内容が記載されている記録表が

あれば代替えしても良い

点検終了に際しては､年度計画書に終了の旨記入すること

〔特記事項〕

空調機フィルター交換等外部業者の委託のときは、

報告書を徴収する



別添例示－６

空 気 環 等 測 定 記 録 表 （例）

責任範囲の明確化、測定実施者の氏名

（検印欄） 検印欄には、オーナー側、メンテナンス側

管理技術者等の検印 測定日 年 月 日 天候 測定者

測 定 項 目 温 度 相 対 気 流 ガ ス 浮遊粉じん量 そ の 他 の 事 項

乾 球 湿 球 湿 度 ＣＯ ＣＯ 照明 騒音 備 考２ 落下細菌

測定場所 時刻 Ｈ(℃) Ｌ(℃) Ｈ(℃) (％) (m/秒) (ppm) 平均値 (ppm) 平均値 (mg/ ) 平均値 (ﾙｸｽ) (ﾎﾝ) (個)‰

外 気 ： 特別の 不要

取 入 口 ： 不要 場合他 通常、外気は

： (不要) (300～400ppm)

階 ：

課 ：

室 ： 測定点での特殊性

： 空調系統別を カタ温度計使用 ３回の測定の平均値を記入し、管理基準 測定値に著しく影

： 明記しておく のときは、秒数 適否の判定を行う 響する事項などを

： （平均値）と ビルによって、環境衛生上 記載し、判定する

： Factorの記載欄 必要と認められる事項、定 際の参考とする。

を作成する。 期的測定事項など必要に応 例：在室人員、喫

同１日に３回測定すること。 じ記載できる欄をつくる 煙者数、出入

（１回目）始業後、１時間頃 りの状況など

（２回目）中間時頃

（３回目）終業前１時間頃 Ｈ：床上75㎝以上120㎝以下

Ｌ：床上10㎝ ※

： ↓

： 足下の位置と頭の位置の温度差

： を知るため、特に冷房時、また

： 、事務所などで女性職員が多く

： 冷房病の多い場所。 各項目とも基準値オーバー、問題のある測定値には

： ※法規上はＬの測定義務はない 数値を囲むか、赤線を引いたり、見やすくしておく

：

（例） ：

なし８階 10：15 20.4 20.3 11.9 40 0.56 500 5 0.14 360 (1)喫煙者3名、出入状況

課 13：20 AC-P-1 25.0 24.0 14.1 35 0.20 600 586 3 5.0 0.25 0.21 在室人員3名

～

企画室 16：05 26.0 25.1 16.0 45 0.11 760 7 0.25 560 (2)加湿スプレー故障

管 理 基 準 値 １８～２８℃ 40～70％ 0.5m/秒 6ppm以下 ホルムアルデヒド
3外気温との差が著しくない 1,000ppm以下 0.15mg/ 以下 mg/m‰

測 定 機 器 使用する測定機器名が定まっているときは印刷しておく （基準値 0.1 mg/m 以下）3

特 記 事 項 ※測定結果の考察､意見､その他一般的条件（冷暖房、フィルタ交換等の日数、空調機の清掃等）で、空気環境の測定に影響する事項等記載する

※用紙サイズはA3またはA4とし、厚紙などの表紙や鏡は特に必要としない。



別添例示－７

年 月 日作成

設 備 整 備 計 画 表（ 年度）（例）（検 印 欄） 給 排 水
作 成 者

作 業 内 容 実 施 回 数 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 備考

貯水槽の点検・整備・清掃 (例) １回／年

給 高架水槽の点検・整備・清掃 １回／年

記載方法は進行状況・実施

ポンプの整備（細部点検） 回／年 状況を把握する方法とする ・作業にあたっての特記

事項

水 配管系統の点検･整備 回／年 ・委託業者名

・担当業者名

自動制御装置の動作点検・整備 回／年

設 水 質 検 査 ２回／年

単なる例示であり、各ビルに適合

備 した項目や項目の詳細化を行い、

合理的に計画された内容とする。

雑排水槽の点検・整備・清掃 ３回／年 年単位作業

給 特殊事項 等

汚水槽の点検・整備・清掃 ３回／年 大規模工事

重要項目

浄化槽の点検・整備・清掃 回／年

水

ポンプの整備（細部点検） 回／年

配管系統の点検･整備 回／年

設

自動制御装置の動作点検・整備 回／年

備



別添例示－８

給 排 水 設 備 の 点 検 整 備 記 録 表 （例）

（検 印 欄）

年 月 日（ ）天候

項 目 給 水 設 備 排 水 設 備

時 受水槽 汚 水 槽 汚水ポンプ
場 所 副受水槽 揚水ポンプ 給 水 管 処 置・備 考 排 水 管 処 置・備 考

刻 高架水槽 雑 用 水 排水ポンプ

ビルの実態にあわせ詳細な点 点検で不良のもは速やかに修理・処理

検項目を独自に作成すること し、その旨を記入するほか、委託工事

等についても記載すること

現在使用されている日誌等で同様な内容が記載されている場合は、それに代えてもよい

点検の範囲・程度・内容等を記入

通常は遊離残留塩素のみを測定し、遊離残留塩素

場 所 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ が0.1ppm以下時のみ結合残留塩素を測定する 処 置・備 考

↓

残 留 塩 素 測 定 遊 離 結合残留塩素で0.4ppm以下の時は、原水および各

測 定 値 階を測定し、原因究明等を行うこと

結 合

〔特記事項〕
点検終了に際しては､年度計画書に終了の旨記入すること 停電又は清掃による断水状況等

を記載する

受水槽、汚水槽の清掃等外部業者の委託の時は、報告書を徴収する



別添例示－９

清 掃 実 施 計 画 表 （ 年度）（例） 廃 棄 物 処 理 計 画 表（例）

（検 印 欄）

区 域 共 用 区 域 専 用 区 域 管 理 区 域 事業系ごみ（一般廃棄物）

玄 廊 階 給 便 屋 事 役 会 事 食 書 外 窓

関 所 上 議 務 ガ 資源化物 事務系ごみ 厨 芥 類

作 業 箇 所 ホ 湯 ・ ・ 務 員 室 機 ラ

下 段 洗 屋 ・ 械 堂 庫 壁 ス 発 生 場 所 Ｂ１～７Ｆ Ｂ１～７Ｆ 社 員 食 堂

ー

ル 室 面 外 室 室 応 室

清 掃 作 業 所 接 種 類 ﾋﾞﾆｰﾙ袋 ﾋﾞﾆｰﾙ袋 ポ リ 容 器

室 容

床の掃き拭き 4/日 2/日 2/日 2/日 4/日 2/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 清掃方法 水 洗 水 洗 水 洗

じゅうたん掃除 1/日 器

壁面(低所)ほこり払い 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 処 理 者

日 机上掃除 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

窓枠窓台ほこり払い 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 集 場 所 Ｂ１北口集積場 １Ｆ西口集積場 ５Ｆ厨房西側

吸い殻処理 2/日 2/日 2/日 2/日 2/日 2/日 2/日 積

常 紙屑・ごみ処理 2/日 2/日 場 清掃方法 水 洗 水 洗 水 洗

茶殻・厨芥処理 1/日 1/日 所

階段手摺り拭き 2/日 処 理 者 ○○清掃 ○○清掃 ○○清掃

清 流し場掃除 2/日

衛生陶器掃除 2/日 処 理 量

廃棄物入れ掃除 1/日

掃 鏡まわり掃除 4/日 処 理 先 ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ秋田市総合環境 秋田市総合環境 秋田市総合環境

衛生消耗品補給 2/日

マット掃除 2/日 処 理 日 月（週１回） 火、木（週２回） 毎日(日曜を除く)

床面ワックス塗装 1/週 1/週 1/週 2/月 2/月 2/月 2/月

金属磨き 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月定 高所ほこり払い 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3 1/3

壁・大理石磨き 2/年 （備考）

期 窓ガラス磨き 1/月 1/月 1/月 1/月 1/月

扉・間仕切り掃除 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週

清 マットの洗浄 1/週

排水溝掃除 1/週

掃 金属外装磨き 内容・回数等については各ビル

に適応したものとする



別添例示－１０

清 掃 実 施 記 録 表（例）

（検 印 欄）

年 月 日（ ）天候

区 域 共 用 区 域 専 用 区 域 管 理 区 域 容 器 ・ 集 積 場 の 清 掃 点 検

玄 廊 階 給 便 屋 エ 事 役 会 事 食 書 外 窓

関 所 上 レ 議 務 ガ 容 器 集 積 場

作 業 箇 所 ホ 湯 ・ ・ ベ 務 員 室 機 ラ

下 段 洗 屋 ・ 械 堂 庫 壁 ス 種 類 清 掃 方 法 処 理 者 種 類 清 掃 方 法 処 理 者

ー ー

ル 室 面 外 タ 室 室 応 室

清 掃 作 業 所 接

ー

室

床の掃き拭き

じゅうたん掃除

壁面(低所)ほこり払い

日 机上掃除 点検者は現地清掃実施者

窓枠窓台ほこり払い （処理者）以外の者が望

吸い殻処理 ましい

常 紙屑・ごみ処理

茶殻・厨芥処理

階段手摺り拭き

清 流し場掃除 点 検 者 点 検 者

衛生陶器掃除

廃棄物入れ掃除 処 事業系ごみ（一般廃棄物）

掃 鏡まわり掃除

衛生消耗品補給 理 資源化物 事務系ごみ 厨 芥 類

マット掃除

量

Ｋｇ Ｋｇ Ｋｇ

床面ワックス塗装

金属磨き ＜特記事項＞

定 高所ほこり払い 日常清掃や定期清掃等に変更があったときは

壁・大理石磨き その旨と内容、その他処理経過等を記載する

期 窓ガラス磨き

扉・間仕切り掃除

清 マットの洗浄

排水溝掃除 現在使用されている作業日誌、点検表等で本表と

掃 金属外装磨き 同様な内容が記載されている場合は、それに代え

硝子金属類の掃除 てもよい

電話機の掃除



別添例示－１１

年 月 日作成

ねずみ等年間防除計画表（ 年度）（例）（検印欄）

作 成 者

種別 実 施 回 数 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

ゴ キ ブ リ 回／年

蚊 回／年 日常作業の他、年２回以上の総合的、計画的防除作業を

ビルに適応した時期として計画する

ハ エ 回／年 ・留意事項 ・特記事項 ・委託業者名等

ネ ズ ミ 回／年

ダ ニ 回／年

ねずみ等場所別防除計画表（例）

種別 場所 汚・雑排水槽 Ｂ 機械室 事 務 室 書 庫 給湯場・食堂 便所・洗面所 １Ｆごみ集積場 Ｆごみ中継所

ゴ キ ブ リ

蚊 各ビルの実態に合致した場所とする

ハ エ

ネ ズ ミ

ダ ニ



別添例示－１２

年 月 日作成

ねずみ等防除実施記録表（ 年度）（例）（検印欄）

作 成 者

使 用 薬 剤 点 検

実 施 場 所 面 積 対 象 種 別

薬 剤 名 薬 剤 剤 型 実 施 方 法 使 用 量 発 生 生 息 状 況 点 検 留 意 点

煙霧・噴霧・ 使用量は全体量

散布等の別を でも可

ビルの実体にあ 乳剤・油剤・ 記入する

わせて項目を作 粉剤等の別を 生息状況、痕跡、

成すること を記入する 種類等を記入する

管理責任者の所見 点 検 者

処 理 経 過

業者へ委託しているビルにおいては、作業実施の都度業者から報告書を提出させ添付する 点検者も業者委託

備 考 点検終了に際しては、計画書に終了の旨を記入すること としてもよい


